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1 2 3 4 5 6 7 
％ 
i翡一杯運動できたか 77 80 90 81 88 88 78 
上手になれたか 75 75 79 72 79 74 67 
コツの発見 63 66 64 38 63 55 41 





































































＼ ％ 1 2 3 4 5 6 7
精一杯運動できたか 66 90 10 90 90 90 96 
上手になれたか 55 83 69 69 72 72 72 
コツの発見 55 52 62 38 48 52 54 


























































































































かった。 そこで 「女子の得点は 2 点」という J\_.,--—ルを
話し合っで決めた。 以前から当てたいと思っていた子
どもは，2点というルールに，より意欲的になったも
のの，シュートよりパスで貢献したいと思う子どもも
いた。それは，箱（まと）に問題があっt;:.,せっかく
当てても倒れなかったからである。屋外で活動すると
いう点から，風のことを考え，少し重めに作っていた。
しかしそのことで，倒れなかったり，箱が回転するだ
けだったりしたのである。これでは，“当ててやろう！”
という思いより，“シュートは投げるのが強い子に任そ
う”と思うのは当然の流れである。箱を2つつなげて
広く，大きくしたことが，返って重くしてしまい，苦
手な子どもにとっての壁となってしまっt;:., どの子に
も “シュー トが気持ちいい”という思いをもたすこと
ができるように，子どもたちと話し合い“当てると 1
点”というルールに変更することも考えられればよか
った。
みる視点については，コートの周りからやプレーヤ
ーとして中でアドバイスできている子どもの言葉を取
り上げ，掲示するようにした）また，良い声かけのア
ドバイスマンとして称賛した。そのことで，他の子ど
ももそれを意識して伝えようとする姿があった。
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5. 成果と課題
生き生きと動いて学ぶ子どもを育てるために，一人
一人の子どもの様子とふり返りを大切にみとるように
した。それを基に学習過程を見直しながら共通の諷題
を設定したが，4の考察にも述べたように，教師の思
いが強く出て，子どものしたいこととのズレもあった。
「今日，子どもがしたいことは何なのか」を考えられ
るように，ふり返りの子どもの思いをもっとよくみと
るようにしていく。しかし共通の課題があったことで，
子どもの考える視点が明確にされたので，これからも
共通の課題は大切にしていく。
また，みる視点については，自然とできている子どもも
いるが，運動の苦手な子どもにとっては，それを意識さ
せることは大変有効であった。自分の言葉で書かせるこ
とで，自分のものとなったからである。そして自信につな
がり，プレー 中は難しくても，コー ト外から自信をもって，
「前へ行って ！」「円の後ろへ動いて ！」「（今）シュート！」
と声をかけていた（図 13)。
図13 「こっちまで来て 1」
来年度も，高田の「よい体育授業の4原則」を用いた学
習カードを用いてのふり返りを大切にしながら，子どもが
解決したいと思える学習になるように課題の設定の仕方
について研究む佳めていきたい。
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